













久 保 明 彦
みなさん，こんにちは！ 創価大学１８期生の久保明彦です。教職２１年目になりま
す。
今回のテーマは「未来へつなぐ創価教育」です。この「未来へつなぐ」という言葉
にはとてもいい響きがあります。今，さまざまなところで「継承」という言葉がクロー
ズアップされています。皆さんもそうだと思いますが，先輩から後輩へ，ベテランか
ら若手へ，親から子へ，師匠から弟子へ……。どうつないでいくかが重要視されてい
ます。
またテーマは「教育」ではなく「創価教育」になっています。みなさんはどうとら
えますか。なかなか難しいキーワードだと思います。ただ，池田先生は以前，「自分
のいる場所が創価教育である」とおっしゃったそうです。ですから，今日は「子供た
ちと接する先生として」「父親として」「創価同窓生として」「社会人として」考え
る，あくまで『私の創価教育』として話させていただきます。そして，この後のディ
スカッションが有意義になるよう，いろいろな話題を提供していきたいと思います。
この原稿を考えれば考えるほど，体験談ぽくなったり，創価教育に関する資料の説明
になったりと悩みました。でもあまり気にせず，自分が様々な方や自分の体験から学
んだことを，ここにいる皆さんにお伝えすることが自分の役割だと思って，多少あち
こち脱線しながらも，お話ししたいと思います。しばらくお付き合いください。
現在，小学校で５年生の担任をしています。３クラスあって，担任は３人とも創価
同窓の仲間です。校内には８人います。ただそれだけで，別にこのメンバーで何かを
成し遂げようとか思ってはいません。職場には T大学出身の先生，M大学出身の先
生……等いくつかグループがありますが，それぞれの出身大学の昔話やローカルな話
題で盛り上がる程度です。その程度の感覚が大事だと思います。ですから出身大学に
かかわらず仲良しです。みんなで今いる学校をよくするために切磋琢磨しています。
ただ同窓のメンバーは，本当に心強い仲間です。気心が知れたメンバーで，今日はそ
の信頼する仲間が来ています。少し紹介させて頂きます。
今の職場は最高です。毎日が楽しく，ワクワクしています。でも私が初任のときは
そうではありませんでした。職場の人間関係で悩みました。２つの組合があり，どち
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らにも入らなかった私にとって，地獄でした。私の前の人はノイローゼで辞めていま
す。なぜ私を採用したのですかと校長に聞くと，「君，一番悩みそうにないから」と
言われました。ほめられているのかどうか微妙でした。そしてよくいじわるされまし
た。詳細は省きます。その結果６月のある日の朝，目覚めても体が動かなくなり，精
神的に参っていました。３日連続同じ状況が続き毎日遅刻しました。何度も教師を辞
めようとも思いました。「戸田先生は私塾を開かれた。自分の使命は塾で自由に頑張
ることだ」と勘違いしたこともありました。そう逃げようと思ったとき，思い止まら
せてくれたのは，母，大学の後輩，先輩の教師，創立者でした。母には「逃げたらあ
かん。しばらくがんばれ！ いつでも辞められる。」と言われました。おそらく「が
んばれ」という言葉ではなく，「いつでも辞められる」の言葉に救われたのだと思い
ます。在学中，創価教育学研究会に所属していた関係で，OBとして関わらせて頂く
こともありました。その際，採用試験に向けて必死に頑張っている１９期や２０期の後輩
の言葉にも励まされました。「久保先輩につづいて採用試験を勝ち取ります」と。絶
対負けられないと思いました。今のように２，３０００人合格する時代ではなく，都で１００
人しか初任がいない時代です。教師になりたくてもなれない人が多い時に，教師を目
指している後輩が頑張っているのに，簡単に辞められるわけがないと思いました。親
交があった東京創価小学校の先生にも，「今の苦労を乗り越えることが，これから同
じような苦労をする後輩たちの希望の道になる」とも指導して頂きました。またその
当時よく思い出したことは，関西創価高校時代での経験です。寮生活で人間関係がう
まくいかず，寮をやめようと思った時の創立者のメッセージに「寮は社会の縮図で
す。石にかじりついてでも３年間我慢しなさい」でした。結局，学園時代に逃げなかっ
たからこそ，初任の頃も教師を辞めずに済んだのだと思います。それでも初任から最
初の３年間は本当に苦しかった。しかし今も続くそれからの１８年間は大変楽しく，逃
げない心を学園時代に池田先生に育んで頂いたからです。社会に出てから再び，親，
後輩，先輩に見守ってもらったからです。
今も多くの若い先生が悩んでいます。私のように職場の先生方との関係に悩む人は
今の時代にあまりいなく，どちらかというと教師として児童や保護者との関係の難し
さに苦労を感じている人が多いと聞きます。
あえて話の冒頭に「悩み」や「苦労」の話をさせていただきました。学校教育もそ
う，家庭教育もそう，会社での社員教育もそう，モラルも含め，地域や社会での教育
もそう……。みんな悩んでいます。みんな苦労しています。本当に「教育」は難しい
のです。一連のいじめ，自殺問題や学力低下問題，体罰問題などに見られるように，
社会は常に教育のあり方を模索しています。
私の先ほどの悩みで言うと，大事なことは「価値を創造する」こと，つまりマイナ
ス（反価値）をプラス（正価値）に変えることです。３年間の苦労や悩みというマイ
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ナスがあったからこそ，その後のプラスの教員生活を得ることができました。ではど
ういう努力をしたかというと，とにかく先生方が私のことをどう思っていよう，どう
評価していようと，元気よく挨拶することを心がけました。そして何を言われても，
自分の成長のためにアドバイスしてくださっているんだと思うようにしました。「心
を変え」「一念を変えました」別に感情を押し殺していたわけでもありません。とに
かく，いろいろなことを真摯に教わり，努力を重ねました。そうすると一番厳しかっ
た音楽の先生が年賀状で「久保さん変ったね，成長したね」と書いてくださいまし
た。それを見て涙が出ました。
これから社会に出て，職場で悩むことがあると思います。創大生は他大生よりもよ
り深く悩むと思います。同窓の先輩としての経験から言うと，今の大学での環境が良
すぎるからです。何かあれば心配してくれ，激励してくれ，駆けつけてくれ，一緒に
悩んでくれる先輩，後輩，同期がいるからです。社会にもいなくはないですが，あま
りいません。皆自分のことで精いっぱいな面もあるからです。学生時代の今がプラス
過ぎて，社会での少しのマイナスも大きなマイナスと思ってしまうところがあるかも
しれません。でも社会に出た，そこからが，創価教育を受けた者の真の勝負が始まり
ます。
ご存知の通り，戸田先生が牧口先生に「先生の教育学は何が目的ですか」と聞かれ
「一言でいえば，価値を創造することだ」と応えられたことから「創価教育」と名づ
けられました。
牧口先生は価値創造こそ人生の幸福であり，さらに社会の価値を創造し，自他共の
幸福を実現する人材を輩出することが教育の使命であると捉えられています。実は，
先ほどの先輩教師の予言通り，私と同じように職場の人間関係の悩みで相談に来た後
輩がいました。２校目に異動したばかりのゴールデンウィークでした。通勤拒否寸前
でした。それこそまったく悩みそうにない後輩です。その時に自分の体験を話しまし
た。数年後にその後輩が「悩まされた先生が今では一番の理解者になった」と言うほ
どになりました。まさしくマイナスからプラスへです。先生の言われる「どんな絶望
的な状況に立たされたとしても，そこから，平和の方向へ，希望の方向へ，勝利の方
向へ生き抜いていける。勝っていける，作っていける，魂で向かっていける。そして
断固として価値創造して見せる。これを創価というのであります」です。
私の体験が後輩の体験へとつながりました。またその後輩から，次の後輩へとつな
がっていくと思います。池田先生が以前デューイ協会の会長との対談の中で，「成長
とは人と人との関係を通し，社会の中で磨き深められていくものであり，個人の成長
はおのずと他者の成長，社会の成長にも寄与する。」とおしゃっています。これが「人
間革命」の原理です。
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私には３人の子供がいます。長男勇太３年生，長女陽花６才，次女美咲希４才で
す。少し前は，公園に一緒に行って時間を過ごしました。うちの奥さんもそうです
が，お母さんたちが子育てしている場面に遭遇します。母親というのは，母親同士で
お喋りしながらも，常に眼で子供を追っています。一緒に砂遊びしたり，ブランコに
乗ったりしながら，遊び方を教えたりしています。そのあと，後片付けをしたり，水
を飲ませたり，手を洗わせたり……一緒にやりながら，いろいろなマナーを教えてい
ます。親としてとっさの判断で無意識的にし，そしてこういうことも教えなければと
意識的に行動しています。これが幼児教育の姿だと思います。親の手を離れて危険な
ことをしようとすると，声を出して走って行って注意している。そうやって幼児は危
険な遊び，安全な遊びを知らず知らずのうちに学んでいます。「人は教育によって人
になる」そう言った哲人の言葉もあります。本当にそう思います。
以前，牧口先生に直接薫陶を受けられた蝦名友秋先生に「お母さんたちの子育ての
働きには，①見守る，②共に動く，③学ばせる（躾ける）がある」と教わったことが
あります。この会場には，創価幼稚園研究会，ジャリ研のみなさんがいらっしゃいま
す。直接子供と接する機会があればこの３つを意識してほしいと思います。おそらく
安全には気をつけ，一緒に楽しみながら接して頂いていると思います。３つ目の躾け
るは親ではないので難しいですが，もし可能であれば，マナーやモラルを自らの行動
を通して，将来のためにも躾けてほしいと思います。ただこの３つ目の「躾ける」が
難しいと父親として日々感じています。夫婦で決めていることは，「しっかり挨拶す
る」「友達を大切にする」ことです。それ以外にも自然と職業柄多くのことを望んで
しまいます。兄妹げんかで，「意地悪なことをする」「ちょっとした嘘をつく」「素直
に謝らない」などです。その時は口調も厳しくなることもあります。最近スーパーで
走り回っている子供がいても注意しないお母さんがいます。代わりに注意して，逆に
その母親から文句を言われる場合もあるそうです。
世間には様々な影響力をもつマスコミにでている教育者がいます。「ほめて伸ば
す」「叱っちゃだめ」などです。否定はしませんが，その本質を見失うととんでもな
いことになる気がします。「たとえ強い言葉であっても人を助ければ，真実の言葉で
あり，穏やかな言葉である。たとえ穏やかな言葉であっても，人を誤らせてしまうな
ら，偽りの言葉であり，強い言葉である。」つまり，お母さんや先生がどんなに優し
い言葉で話しても，それで子供をだめにしてしまえば，それは「偽りの言葉」です。
たとえ，きつく子供を叱ったとしても，子供のためを思い，子供を救うなら，それは
「真実の優しい言葉」です。池田先生は「ほめることも叱ることもどちらも，子供の
ことを本当に思っていないとできません。」とおっしゃっています。本当に難しいこ
とです。
長男の勇太は保育園の頃から野球チームに入っています。小さいころからやってい
るので，学年の中では上手い方だと思います。４年生主体のチームで２年の頃から
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ピッチャーもさせてもらっています。ただ，バッティングが上手くありません。試合
に出られるようになって，逆に打てなくなりました。監督から，「ボール球に手を出
すな」と言われてからです。そこからあまり振らなくなり，見逃し三振が増えまし
た。今度は逆に振らないことを注意されるようになり，親からみても勇太に腹が立っ
てきます。だから試合中も，試合後も，監督と同じように大きな声で注意します。こ
の７月のある野球教室で勇太のバッティングを元プロ野球選手にみてもらう機会があ
りました。すると勇太のことをすごくほめてくれました。アドバイスもしてくださ
り，すぐスイングを修正すると「学習能力高いなあ」「３年やのにいいスイングして
いる」「完璧」と言われました。質問も聞いてくださり，「ボール球に手を出し，最近
見逃し三振ばかりです。どうすればいいですか」と親が質問すると，「そら，無理や。
プロだってストライクの見極めは難しい。そんなの振れるようになるわけないやん。
多少のボール球でもヒットになればいい。ましてや親が怒ったら子供は行き場所がな
い。野球嫌いになります。親はほめてあげなあかん。挨拶とか，だらだらプレーして
いるとか，そういうことはどんどん叱ってもいいですけれど」と言われました。衝撃
でした。親として良かれと思って言っていたことがそうではなかった，と思った瞬間
でもあります。今は，打てないことで注意することはなくなりました（心の中ではま
だ思っていますが）。妻は，それ以来守備やチームが勝ったことをほめるなど工夫し
ています。どうしても男親で，男の子だからか，一番上だからか，いろいろ考えさせ
られます。逆に妹の陽花，美咲希には意識していませんが，毎日ほめていると思いま
す。バレエやピアノでの成果だけでなく，ちょっと書いた絵や字を見てほめていま
す。当然注意すべきことは注意していますが。今こう話しながら，勇太に悪いなと思
いました。どうしても長男勇太にはもっと上を目指してほしい，もっと力をつけてほ
しいという気持ちばかりが前面に出てきてしまいます。
教育の目的を子供の幸福に置くのが創価教育です。子供のための教育です。幸福を
平易な言葉で言うと，「現在，今に喜びを感じていること」，「未来に希望を感じられ
ること」だと思います。そう思うと，反省点ばかりです。
牧口先生のこんなエピソードがあります。
「（中略）小学生になると，行動範囲も増え，いろんなところが遊び場所になり，
いろんなものが遊び道具になります。学校でも家庭でもそうです。危ないことをし
ているときに，先生が通りかかるとみんな止めます。止めないときは注意します。
みなさんも「あー先生がきた」と言って，逃げたり，隠れたりしたことがあると思
います。私も大人になった今でも警察官を見ると，悪いことしていなくても，多少
緊張します。同じように，先生が来たということで，自分の欲望を抑制していく。
先生というのはすごい影響力を持っています。そうやって，やっていいこと悪いこ
ともだんだん身に付いてきます」
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家庭であれ，学校であれ，社会であれ，人間の生活が円滑に運営されていくために
は必ずルールがあります。そのルールにしたがって，どう自分のわがままや欲望をコ
ントロールしていけるかどうかに人間の成熟はかかっています。これを，身をもって
教えていくのが，親・教師の役目だと思います。
子育ては学校の教育より難しいです。宿題を必ずするというルール一つとっても，
お母さんはいかにさせるか，いかに習慣づけさせるかに神経を使います。大変です。
学校の先生は，私の場合ですが，「宿題やってきなさい」だけで済みます。やってこ
なければ注意すればいいだけです。本当は子供がわくわくするような，進んで取り組
むような宿題が理想的ですが，それも難しいです。結局具体的に苦労しているのは親
です。うちのクラスはほぼ宿題をやってきます。ただやる時間帯はまちまちです。家
に帰ってすぐやる子，友達の家で一緒にやる子，など自らやる子はいいのですが
……。夜遅くやる子，親が言わないとやらない子……。小学生の子を持つようになっ
て初めて，親の大変さを知りました。
保護者とわが子の話ができるようになってから，保護者との距離がさらに縮んだよ
うな気がします。だから保護者会ではあえて，自分の家での失敗談を話します。お母
さん達に相談したりします。保護者との関係は大事です。時には子供との関係より大
事だと思うほどです。教師としての思いは，子供には伝わっても，親には伝わらない
ことも多少あるからです。子供のトラブルを通して，保護者同士のトラブルも多かれ
少なかれあります。「斉藤さん」というテレビドラマにもなるくらいです。幼稚園や
保育園のママ友同士の関係も難しいと聞きます。「心を開いて，相談できる人たちが
身近にいる。尊敬をこめて，「その人だったらどうするだろうか」と思いを巡らせる
存在がある。そうした人間のネットワークが，陰に陽に，子供たちの命を守り，支え
る力となるのではないでしょうか。」との池田先生の指導もあります。
保護者が変わる瞬間があります。それは子供が変わった瞬間です。子供が成長する
と保護者は変わります。学校に対していつも不満や文句ばかり言っていた親も，子供
が楽しそうに学校に行くようになると一変します。当然，親が原因で様々な問題が起
こる場合もあります。価値観が違う親もいっぱいいます。だからこそ，いろいろ話す
ことが大事です。お互いの違いを認識し，「子供のため」を基に対話をすることです。
雑談することです。わかってもらうことです。相手を理解すること，そして同苦する
ことです。
池田先生は，これまで世界中の方々と対談されてきています。当然，思想・信条，
宗教が違う方も多いです。先ほどの先生の指導にもあったように，我々創価教育を受
けてきた創価同窓生は，池田先生ならどうされるだろうかと考えるのも，人生をより
よく生きる道になると思います。
ここで教師として子供とのエピソードを話したいと思います。牧口先生は，子供の
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幸福を「価値創造の能力を涵養するにある」と示されました。つまり，子供自身に「如
何なる方面でも活路を開拓して進行することのできる能力を持たせようとする」こと
です。
私が様々こだわっていることがあります。そのひとつに卒業までに全員２５mを泳
がせることです。これはあくまで自分がこだわっているだけですが，学年の先生にも
理解して頂き，今では学年として取り組んでいます。７月当初２０名いた２５m未満の
児童が各クラス１名（学年３名）になりました。４年時に体調不良で休んでいた児童
を（本当は泳げないのが理由だったそうですが）絶対休ませなかったことがこの結果
を生み出した要因だと思います。①全員卒業までに２５m完泳を目標とする，②泳げ
ない子のことをバカにしない，③休まず努力する，④泳げないのは先生の責任である
⑤みんなで応援して教えてあげる，以上５点をプール開きで話しました。平泳ぎ・ク
ロールのフォームは A先生，タイムアップ・距離アップは B先生，泳げない児童は
久保（私）の役割分担をしました。学年便りのタイトルからハーモニースイミングク
ラブと名付け，毎回マンツーマンで教えられるよう，上手な児童の中から毎回希望を
とり，３０分間丁寧に教えて頂きました。改善点はみんなで考え，練習はそれぞれ工夫
して頂きました。やはり，子供たちが互いにやる気を出し，教え合う活動は効果が高
いと思いました。来年は残り３名のクロールを達成した後，『平泳ぎ２５m全員完泳』
を６年の目標にしたいと思っています。たかが２５mです。されど２５mです。私も５
年生まで１０mしか泳げませんでした。練習に練習を重ね，２５mを泳いだ時の喜び，
学年全体が応援してくれたあの歓声，今でも耳に焼き付いています。本当に嬉しかっ
た。やればできると言うことを実感しました。最初からスイミングへ行って，泳げて
いたら味わえなかったかも知れません。泳げないというコンプレックスがあったか
ら，マイナスがあったから，たかが２５mで感動したのだと思います。
同じように今の子供たちも，心を捉えてくれています。友達が泳げるようになった
のを見て，苦手なことに挑戦しようと思ってくれた児童もいます。泳げた子も，教え
てくれた子に感謝しています。保護者も本当に驚いています。何よりも子供が自信を
持つキッカケになります。できないことを恥ずかしいと思わない自分になります。た
だやっとみんなの協力と本人の努力で泳げるようになった児童の中で，まだ泳げない
A君に対して「まだ泳げないの」という子がいました。これがある面，子供の難しい
ところです。でも「まだ泳げないの」と言われた A君は悔しくて日記に，絶対泳い
でみせると決意していました。今までにない決意です。この A君は先ほどふれた昨
年ほとんど何かと理由をつけ，プールに入らなかった子です。本当に何で人は変わる
か，何がキッカケで決意するか，能力が引き出されるか解りません。これが教育の不
思議なところです。そして教育の楽しさでもあります。
最後にいじめ問題についてお話したいと思います。７月に行った授業の一端をご紹
創大教育研究 第２３号：久保
－６９－
介します。
（パワーポイントで授業の紹介・略）
本日はこのような場を与えて頂いたことに感謝しています。おかげさまで小学校教
師として，創価同窓生として，３児の父として，そして一社会人として，さまざま自
分を振り返り，反省もし，決意をすることができました。そして何より池田先生のご
指導を再度心に刻むことができました。改めて私自身の変革が大事であることを実感
しました。ご清聴ありがとうございました。
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